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イノベーション創造の
因数分解とレバー
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新たな
イノベーション

イノベーション・事業創造とは「①:探索能力をいかに最大化し、
②:『異分野間の新結合』をいかに素早く効率的に見つけ、③: 擦り合わせるかゲーム」である
 一部の天才は一人で脳内 新結合を起こすが、ほとんどのイノベーションは複数の人間が衝突する境界分野で起こる

トニック
ウオーター: 

150ml

ビーフィー
ター

ジン: 45ml
× ×

ライム: 
1/8カット＝

＝ ×
分野X: 
変数a

分野Y:
変数b ×

分野Z:
変数c ×

変数U
変数d×

世界中に普及

世界中に普及

イノベーションの事例：カクテル業界の例

イノベーションの事例：〇〇業界の例

： ： ： ：

新しい
カクテルを
発明しよう

分野◯で
〇〇な何かを
発明しよう

ジントニック
というカクテルの
発明（比喩）

（ご参考）前提となるイノベーションの定義： イノベーションとは、
異分野間の複数因子の「筋よい新結合」を発見するための、組み合わせ探索問題である
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新残業ドメイン/
Startup 流入人数

新たに
創造される
付加価値

(=イノベーションの
総量)

（前提） : 新産業ドメインの定義

A：流れ込む人数

新産業ドメイン
(≒Startup)に
流入する人数

C：運動量
/生命エネルギー

一人当たりが持つ
生命エネルギー
レベル・行動特性

B：能力 / 脳力

一人当たりが持つ
能力/

スキルレベル

＝ × ×

リスクマネー量
幼少期の不快感から

来る世の中を
変えたいという欲求
(Think different)

試行錯誤する
行動特性

/ フットワーク

地頭/基礎能力
/教育水準

学習し続ける力
/好奇心

イノベーションの因数分解：７つの因子
大切な問い：では、日本が他国に比べて劣後しているのはどこか？

＝ ＝＝

× ××

1

転職回数/
人材流動性

転職時のスタート
アップ選択確率

(アントレプレナーシップ)

×

3

2

6
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新たに
創造される
付加価値

(=イノベーションの
総量)

（前提）新産業ドメインの定義

＝ × ×

リスクマネー量
（十分）

幼少期の不快感から
来る世の中を

変えたいという欲求
（人による？）

試行錯誤する
行動特性
（少ない）

地頭/基礎能力
/教育水準

（高いはず）

学習し続ける力
/好奇心

（人による？）

日本のイノベーション増幅 に不足しているのは「 :リスクマネー」や「 :アントレプレナーシップ」
ではなく「 : 人材流動性の低さ」と 「 : 試行錯誤の経験不足」である可能性

＝ ＝＝

× ××

1 3
2 7

A：流れ込む人数

新産業ドメイン
(≒Startup)に
流入する人数

C：運動量
/生命エネルギー

一人当たりが持つ
生命エネルギー
レベル・行動特性

B：能力 / 脳力

一人当たりが持つ
能力/

スキルレベル

1

7

4

5

6

新産業ドメイン/
Start up 流入人数
転職回数/人材
流動性(少ない)

転職時のスタート
アップ選択確率

(アントレプレナーシップ)

（十分）

×

3

2

本質的には、高度人材の人材流動性を上げ
試行錯誤の総量 + 活力 を増やすしかないのでは？
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